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今
こ
そ

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」の

実
践
を
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
２
０
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
第
32
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
提
起
し
、
満
場
一
致
で
承
認
を
受
け
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
主
体
と
総
対
話
行
動
を
通
じ
て
丁

寧
に
議
論
を
重
ね
、
練
り
上
げ
た
。
ま
さ
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
理
念
で
あ
る
「
出
会
い　

ふ
れ
あ
い　

語
り
合
い
」
を
通
じ
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

  
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
環
境
が
変
化
し
よ
う
と
も
Ｊ
Ｒ
産
業
が
将
来
に
わ
た
り
成

長
し
続
け
る
た
め
に
、
健
全
な
労
働
組
合
の
役
割
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
Ｊ
Ｒ
産
業

に
集
う
仲
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
を
果
た
す
べ
く
方
向
性
を
示
し
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
か
月
も
経
た
な
い
間
に
、
世
界
は
一
変
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
長
期
に
わ
た
り
Ｊ
Ｒ
産

業
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
中
、
働
く
仲
間
か
ら
は
将
来
を
不
安
視
す
る
声
が
数
多
く
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
今

こ
そ
、
労
働
組
合
の
重
要
性
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
働
く
仲
間
に
寄
り
添
い
、
仲
間
の
抱
い

て
い
る
不
安
を
共
有
し
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
み
ん
な
で
連
携
し
て
取
り
組
む
健
全
な
労
働
組
合
が
、
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
職
場
に
は
未
だ
集
団
的
労
使
関
係
の
庇
護

の
下
に
い
な
い
仲
間
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
浸
透
と

実
践
を
通
じ
て
組
織
を
強
化
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
入
し
て
い
な
い
仲
間
へ
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
深
度
化

さ
せ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
唯
一
の
結
集
軸
と
な
る
べ
く
邁
進
し
て
い
く
決
意

で
あ
る
。
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老
若
男
女
、
あ
ら
ゆ
る
雇
用
形
態

の
人
材
が
活
躍
し
て
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
発
展
が
あ
り
ま
す
。
多
様
化
す

る
人
材
が
抱
え
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

労
働
組
合
が
把
握
し
、
適
切
に
労
働

環
境
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、

今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
産
業
の
中
核
を
形
成
す
る
鉄

道
事
業
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
チ
ー

ム
で
作
業
を
す
る
の
が
基
本
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
阻
害
さ
れ
が
ち
な
自
由

な
意
思
疎
通
は
、
労
働
組
合
が
声
を

吸
い
上
げ
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
の

で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
関
係
性
は

Ｊ
Ｒ
各
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
間
に

も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
産
業
が
有
す
る
業
務
の
特
殊

性
・
専
門
性
は
、
個
々
人
の
「
働
く

こ
と
」
の
認
識
を
固
定
化
さ
せ
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。
労
働
組
合
の
活
動

は
、
系
統
や
職
種
、
会
社
を
越
え
た

多
く
の
仲
間
と
出
会
え
る
機
会
を
創

り
出
し
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
容

れ
る
視
野
の
広
い
人
材
を
数
多
く
育

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

企
業
労
使
で
解
決
で
き
な
い
Ｊ
Ｒ

産
業
の
課
題
は
、
政
治
や
行
政
の
力

な
し
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
労
働
組
合
は
、
働
く
者
の
立
場

で
、
会
社
と
異
な
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
た
働
き
か
け
を
行
い
、
労
使
が

連
携
し
て
政
策
課
題
を
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
産
業
は
地
域
社
会
と
の

連
携
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
労
働

組
合
が
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域

社
会
や
、
地
域
社
会
を
支
え
る
仲
間

と
交
流
し
て
知
得
し
た
Ｊ
Ｒ
産
業
に

対
す
る
想
い
や
期
待
を
、
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
主
体
に
提
言
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

Ｊ
Ｒ
産
業
に
労
働
組
合
が
必
要
な
５
つ
の
視
点

Ｊ
Ｒ
産
業
が
抱
え
る
政
策
課
題
へ
の
対
応

4
Ｊ
Ｒ
産
業
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
役
割

5

多
様
な
人
が
支
え
続
け
る
産
業

1
ル
ー
ル
と
秩
序
を
重
ん
じ
る
産
業
文
化

2
多
様
な
価
値
観
を
養
う
人
材
育
成

3

今こそ「ＪＲ連合ビジョン」の実践を
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出会い  ふれあい 語り合い
～みんなの歩  みで広がる明日を創り出そう～

り、様々な産業に集う仲間に
広がっていく。広がりは無限
である。
また、仲間と出会い、ふれ
あい、語り合うことで相手の立
場を理解することができ、それ
は自分の仕事の意義への理解
につながり、結果として自分
自身の社会における役割の認
識へと至る。この気付きによっ
て、私たちの視野は広がってい
く。労働組合は私たちの成長の
場でもある。
少子高齢化、人口減少など、

私たちの前には厳しい現実が
立ちはだかる。しかし、将来は
私たちの手で変えられる。雇用
の確保や労働条件の向上はも
とより、すべての仲間が安心し
て将来を展望できるよう、ＪＲ
連合及び加盟全単組は、ＪＲ産
業の持続的成長を実現し、そし
て全ての仲間と家族の幸せを
実現する。「出会い」「ふれあい」
「語り合い」ながらすべての仲
間が連携し成長しながら、希望
に満ちた「広がる明日」をみん
なの歩みで創り出そう。

1

2

3

私たちは、
仲間同士が集い、
自由かつ活発に対話できる場を創出します。

私たちは、
仲間に寄り添い、
想いや抱える悩みに耳を
傾け、その解決に
向けて取り組みます。

私たちは、
ＪＲ産業に集うすべての仲間に、
私たちの理念を広く語り掛けていきます。

߹һಉܰؾ͕࢜にू·ΓɺޠΓ߹͏ͦ͜
߹׆ಈͷݪɻ߹һಉ͕ࣗ࢜༝͔ͭൃ׆に
ίϛϡχέʔγϣϯͰ͖る࡞Γɺ͜Ε͔Β
ͪͨࢲͷେࣄͳׂͰ͋るɻ

୯に৬୯Ґ͚ͩͰͳ͘ɺ۠୯Ґɺܥ౷ɺ
άϧʔϓձࣾؒͦͷଞɺ༷ʑͳରͷ͕ྠͷ
Λৢ͢る͜ͱͰॿײΓΛΓग़͠ɺҰମ͕
͚߹͍ͷྠΛ͛て͍͘ɻ

ؒҰਓͻͱΓにدΓఴ͏ੈ׆ಈͲ
ͷΑ͏ͳ࣌Ͱ͋ͬて࠷େに͖͢औ
ΓみͰ͋るɻܾ͠て৬੍͚ͩͰूͰ͖
ͳ͍߹һͷͳ͍Λɺ߹׆ಈΛ௨͡
てஸೡにѲ͠て͍͘ɻ

Ѳͨ͠ʮࢲʯͷ՝͔Βʮͪͨࢲʯ
ͷ՝ͱ͠てڞ༗Խ͠ɺղܾに͚て૯ྗΛ
てऔΓΉɻͦ͠てɺऔΓみͷखஈͱ͛ڍ
͠て࿑ٞڠ׆ࡁڞಈͱ͍ͬͨ͋ΒΏるॾ
ΛਤるɻՃ͑てɺऔΓΜ্ͩಈͷ࣭తߦ
աఔͱ݁Ռ߹һに͔ͬ͠Γͱप͠ɺͦ
ͷ্Ͱ࣍ͳる՝ղܾにऔΓΜͰ͍͘ɻ

̧̟࿈߹͕͛ܝるཧ೦Λڞ༗͢るʮࣗ༝
に͠てຽओతͳ࿑ಇ߹ʯͷଘͦ͜ࡏɺ̟
ଓతͳ࣋͢る͢てͷձ͕ࣾߏΛۀ࢈̧
Λ͛る্ͰඞཁෆՄܽͰ͋るɻͦͷ
ɺ̧̟࿈߹にՃೖ͖ͮ͠جるೝࣝにͨݻ֬
て͍ͳ͍ଟ͘ͷؒɺͦ͠てଟ༷ͳܗ༺ޏ

ଶͰಇؒ͘Λܴ͑ೖΕɺ̧̟ۀ࢈શମͷ
ͷૅجΛங͘ɻ

ͦ͠てɺҟͳるཱͷؒに͍Λͤ
ͳ͕ΒɺدΓఴ͍ɺͪͨࢲͷཧ೦ΛޠΓֻ
͚る͜ͱͰɺ̧̟ۀ࢈Ͱಇ͘͢てͷؒ
ͷ̧̟࿈߹ͷ૯݁ूにᬏਐ͢るɻ
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今こそ「ＪＲ連合ビジョン」の実践を

た͕ͪࢲ
め͟すཧ೦

出会い  ふれあい 語り合い
～みんなの歩  みで広がる明日を創り出そう～

私たちがＪＲ連合組合歌で
常に耳にしてきた「出会い　ふ
れあい　語り合い」というフ
レーズ。これまでＪＲ連合に集
う仲間全員がめざしてきた理
念を端的に示す言葉である。こ
の理念は将来にわたり希求し
続けるものである。
職場に集う仲間。地区、系
統、会社を越えてＪＲ産業に集
う仲間。そうした仲間が組合活
動を通じて「出

・ ・ ・
会い」、仲間の

輪ができる。そうした仲間の輪
こそ、多くの仲間が支えるＪＲ

産業の力の源泉である。そして
仲間が上司部下の関係、採用種
別の違い、性別の違い、所属す
る会社の違いといった様々な
立場を乗り越えて「ふ

・ ・ ・ ・
れあい」、

結束する。さらにそうした仲間
が「語

・ ・ ・ ・
り合い」、お互いを理解

しあい、それぞれの不安や悩
みを共有し、力を合わせて様々
な課題に対応すべく歩んでい
く。そうして出来上がった仲間
の輪は、ひとつの労働組合内で
完結するのではなく、労使の
間に広がり、地域社会に広が

1

3

4

5

6

私たちは、
ＪＲ産業及び各社の持続的発展に参画します。

私たちは、
社会とつながり、
地域とつながり、
支え合いの輪を
広げていきます。

私たちは、
組合活動を通じて将来のＪＲ産業を担う人材を育成します。

ଓత͕࣋ۀا͢る͢てͷߏͼٴۀ࢈̧̟
に͠ͳ͚Εɺ߹һɾՈͷͤΛ࣮ݱ
͢る͜ͱͰ͖ͳ͍ɻ͜ͷ̧̟࿈߹にͱͬてۃ
ΊてॏཁͳՁ؍Λ͢てͷؒͱڞ༗্ͨ͠
Ͱɺ࿑ಇ߹ͷڧみΛੜ͔͠て݈શͳۀاӡӦ
ͷͨΊͷܦӦνΣοΫػΛൃ͠شɺݐઃత͔
ͭ۩ମతͳఏݴに͍ͮجてݸผۀا࿑に͓͚

る࿑ٞڠΛ͡Ίͱ͢るऔΓみΛల։͢るɻ
ͦ͠てɺ׆ۀاಈͷݙߩͱ࿈ಈ͠て֤छ࿑ಇ
݅ͷվળに͚ͨऔΓみͷڧԽΛਤるɻ

ҰํͰɺۀا࿑ͰղܾͰ͖ͳ͍՝に͍ͭ
てߦɾ࣏Λࠐ͖רみͳ͕Βݱ࣮ࡦͷऔ
ΓみΛਪਐ͢るɻ

てΓཱͬて͕ͬ͋͑ࢧࣾձͷۀ࢈̧̟
͍るɻ̧̟ޙࠓ͕ۀ࢈ҬࣾձにඞཁෆՄ
ܽͳଘࡏͰ͋Γଓ͚るͨΊにɺͦ͠てɺ߹
һͱͦͷՈ͕Ҭに͓͍て͖׆͖׆ͱΒ
͠て͍ͨ͘Ίにɺͪͨࢲ̧̟ۀ࢈にཹ·
る͜ͱͳ͘ɺࣾ ձͱͭͳ͕ΓɺҬͱͭͳ͕Γɺ
ଞۀ࢈ɾ࿑ಇ߹ͷؒͱͭͳ͕ͬて͍͘ɻ

ͦͷதͰ͓͑ࢧ͕͍ޓ߹͍ɺॿ͚߹͏แઁ
తͳࣾձΛ࣮͢ݱるͱͱにɺଟ༷ͳՁ؍
Λٵऩ͠ɺࣗ৫ͷڧԽに͛ܨて͍͘ɻ

߹׆ಈΛ͢ݧܦる͜ͱにΑΓɺ૬ޓ৴པに
ͷ֦େͱࢹஙɺߏਓతωοτϫʔΫͷͮ͘ج
͍ͬͨɺ৬੍Ͱܾ͠てݧܦͰ͖ͳ͍وॏͳ
ͷػձΛಘる͜ͱ͕Ͱ͖るɻ·ͨɺ࣮ࡍに
ͷؔಈにಈతにऔΓΜͰͦ͜ɺ࿑׆߹
ҙٛ࿑ಇ߹ͷඞཁੑΛΑΓਂ͘ཧղͰ͖る

ͷͰ͋るɻ
ଓ͚るͷਓͰ͋るɻ͑ࢧΛۀ࢈̧̟ޙࠓ

ಈΛ௨׆߹Ͱಇ͕ؒ͘ۀ࢈ɺ̧̟ͪͨࢲ
͡てਓͱਓͱͷͭͳ͕ΓΛେに͢るਓࡐɺ
ͱΛ͛ࡐਓͨͬ࣋Λݟͱਂ͍ࣝࢹ͍
るΑ͏ɺਓࡐҭにऔΓΜͰ͍͘ɻ


